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神経生理研究部門
久保田競･三上章允･揮口俊之･中村克樹
研究概要
1) 前頭葉の研究
i)前頭連合野の条件づけ形成枚構の研究
久保田競 ･三上茸允
視覚刺激を手掛りにしたGO/NO-GO課題
を学習するとき,手掛りと反応の連合ができ,
視覚と反応に関与したニューロン活動が新た
に出現するが,そのニューロンの視覚性性質
の決定｡
i)コザルの前頭葉の発達の研究
久保田競
生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を
学習させて,前頭連合野,運動連合野,運動
野などにビクタリン,ファクロフェンやプロ
モクリブティン等 (GABAやDOPAMINEの
阻害剤)を微量局所注入すると反応の成績の
低下と運動の障害が一時的にみられる｡これ
らの変化を解析して,GABA抑制やDOPAMI
NEと前頭黄の発達の関係を明らかにする｡
ia)前頭葉におけるドー パミン受容器の役割
薄口俊之 ･久保田競 ･山根到l)
1)研究生
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